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たカプセルを調製し、細胞を用いた in vitro 評価を行った。調製したカプセルは細胞増殖には影響を与えず、サイト
カインを内包したカプセルは長期間安定にサイトカインを徐放可能であることを確認した。 
 第三章では、新規な経口インスリン担体の開発を目的として、pH に応答した交互積層膜の透過性変化及びはく離















た。本研究は、生理活性物質を内包した中空カプセルを用いて in vitro、in vivo での評価を行った初めての例であり、
そこから得られた知見は中空カプセルの実用化へ向けた重要な知見を提供するものである。 







セルを調製し、細胞を用いた in vitro 評価を行っている。調製したカプセルは細胞増殖には影響を与えず、長期間安
定にサイトカインを徐放可能であることを確認している。 
 第三章では、新規な経口インスリン担体の開発を目的として、交互積層膜の pH に応答した透過性変化およびはく











質を内包した中空カプセルを用いて in vitro、in vivo での評価を行った初めてのものであり、そこから得られた成果
は中空カプセルの実用化へ向けた重要な知見を提供するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。 
